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論文審査の結果の要旨 

 この博士合請求論文は、1970年に開催された日本万国博覧会（大阪万博。EXPO’70）について、特に海外での肯

定的な日本イメージの構築を目指して、どのような文化外交が展開されたかに焦点を絞り、一次史料に基づき実証

的に考察した研究である。 

具体的にはまず序章で文化外交が定義され、文化外交と万国博覧会との関係、また先行研究の検討を行い、研究

の問いを提示している。第1章においては、19世紀半ばに始まった万国博覧会の歴史やその役割の変遷、また幻に

終わった紀元2600年日本万国博覧会（1940年）を含む日本と万国博覧会との関係が概観されている。第2章では大

阪府・市、商工会議所が当初から積極的であった大阪万博の開催に至る国内および海外（主として外務省が関与）

の決定過程を詳細に論じている。第3章は大阪万博のテーマ「人類の進歩と調和」の設定に間接的に関わった自主

研究会「万国博を考える会」（発起人には民族学者の梅棹忠夫（後に国立民族学博物館初代館長）、SF作家の小松

左京といった関西の文化人が名を連ねた）に着目し、テーマ設定の経緯やその理念と通商産業省で実務を担った堺

屋太一（当時、国際博覧会準備室係長）らが重視した、万博をどう見せるかというコンセプトの乖離を論じてい

る。第4章は招請活動について、脱植民地化が進んだ1960年代を経て、初めてアジアで開催された万博として、史

上最多の76か国の参加に貢献した国際共同館の設置や、欧米諸国や博覧会国際事務局（BIE）の反発を招いた私企

業の招請をめぐり、日本の広報・文化外交の成否を考察している。第5章は開催国としての開場計画、とりわけ最

大規模を誇った日本館において、どのような日本イメージを伝えようと試みたのかを俎上に載せている。日本館で

は歴史や伝統文化だけでなく、（東西の調和と人類の進歩を反映した）産業の発展とその未来、また原子力に関す

る展示が行われ、唯一の被爆国としての立場と「平和のための原子力」（アイゼンハワー大統領）、すなわち原発

推進のメッセージという両義性を持っていたと指摘している。第6章は通産省所管の（財）日本万国博覧会協会

が、通産省、外務省、特殊法人・日本貿易振興会（JETRO）、（株）日本航空、（株）日本交通公社（現・JTB）な

どと共に官民挙げて実施した海外での広報とその問題点を取り上げている。第7章では海外での反響を特に『ニュ

ーヨーク・タイムズ』紙と大阪万博について比較的多くを報じたイタリアの『オッセルヴァトーレ・ロマーノ』紙

を素材に検討している。最後の第8章ではベトナム戦争の泥沼化と70年安保闘争の最中、大阪万博の開催に反対し

た「反戦のための万国博」（ハンパク）に光を当てている。ハンパクを推進したベ平連（ベトナムに平和を！市民

連合）に先の小松や大阪万博の象徴とも言える「太陽の塔」をデザインし、テーマプロデューサーも務めた岡本太

郎が関わっていたことにも鑑みて、反大阪万博運動としてのその限界を指摘している。終章ではこのように諸方面

から大阪万博の文化外交を論じた研究としての結論をまとめている。 

 同論文は日本と万国博覧会との関係を歴史的に跡づけ、大阪万博の開催決定過程、テーマ設定、招請活動、会場

計画、対外広報の成否から開催に反対する運動まで、特に文化外交の側面に着目しつつ、包括的に論じた研究であ

る。とりわけ『日本万国博覧会政府公式記録』（通産省）、『日本万国博覧会公式記録』（日本万国博覧会協会）

といった刊行史料に加え、当初、機密指定されたものを含む外務省外交史料館所蔵の外交文書をふんだんに利用す

ることで、従来、同時代の証言に頼りがちであった大阪万博研究において、その正負の遺産を導出することにおお

むね成功している点に学術的価値がある。海外での反響のさらなる検証の必要という課題は残るが、大阪・関西万

博を2年後に控え、政策的インプリケーションにも富んでおり、審査委員会は一致して提出された論文は博士（国

際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 




